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住友商事の沿⾰

1919

⼤阪北港
設⽴

1945 グローバル連結
経営の進化

商事活動に
進出

2019
1990年代

住友商事に
改称

1952

時代の変遷を⾒定め、浮利を追わず、
「進取の精神」を実践しながら、常に⾃らを変⾰してきた100年

総資産

8.1兆円

当期利益

1,714億円

社員数

72,642⼈

拠点数

66ヵ国・地域

※2020年3⽉時点

1600s

住友政友
京都に

書林と薬舗
開設
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2020
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営業組織

住友商事グループは６つの事業部⾨と国内・海外の地域組織が連携し、グローバルに幅広い産業分野で事
業活動を展開しています。強固なビジネス基盤と多様で⾼度な機能を戦略的・有機的に統合することで、変
化を先取りし、既存の枠組みを越えて社会課題を解決し、新たな価値を創造していきます。

⾦属事業 輸送機・建機事業 インフラ事業

⽣活・不動産事業メディア・デジタル事業 資源・化学品事業
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会社紹介動画
（3分40秒）
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住友商事の事業ポートフォリオ

1.1

1.7

0.90.9

1.5

1.6

兆円
兆円

兆円兆円

兆円
兆円

⾦属

インフラ

資源・化学品

メディア・デジタル

輸送機・建機⽣活・不動産

ボリビア銀・亜鉛・鉛鉱⼭事業
南ア・ブラジル鉄鉱⽯事業

豪州⽯炭事業

不動産事業
⾷品スーパー(サミット)
ドラックストア（トモズ)

ケーブルテレビ事業(J:COM)
テレビ通販事業(ショップチャンネル)

ITソリューション事業(SCSK)
ミャンマー通信事業

海外スチールサービスセンター事業
北⽶鋼管事業

リース事業（総合/航空機）
⾃動⾞⾦融サービス・

モビリティサービス事業
建機販売及びレンタル事業

海外発電事業
電⼒EPCビジネス*

*⼯事込みプラント建設請負形態

2019年度末総資産

8.1兆円
(うち⾮営業等+0.4)
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住友商事グループを⽀える消費者ビジネス
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⽣活・不動産
ライフスタイル・リテイル / ⾷料 / ⽣活資材・不動産

メディア・デジタル
メディア / デジタルビジネス / スマートプラットフォーム

ドラッグストア事業（Tomodʼs）
⾷品スーパー事業（サミット）

映画事業
商業施設事業（グランエミオ所沢）

ケーブルテレビ事業（J:COM）
テレビ通販事業

（SHOP CHANNEL）

ビル事業（KANDA SQUARE）

携帯電話販売事業（T-GAIA）
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住友の事業精神と当社の⽬指すべき企業像

進取の精神

住友の事業精神

住友商事グループの経営理念・⾏動指針

⾃利利他公私⼀如

企画の遠⼤性確実を旨とし
浮利に趨らず

⽬指すべき企業像
私たちは、常に変化を先取りして新たな価値を創造し、

広く社会に貢献するグローバルな企業グループを⽬指します。

9

快適で⼼躍る暮らしの基盤づくり

⼈材育成と
ダイバーシティの推進

多様なアクセスの構築
ガバナンスの充実

地球環境との共⽣ 地域と産業の発展への貢献
特定した6つのマテリアリティ（2017年4⽉）住友商事グループの

経営理念・⾏動指針

住友の事業精神

マテリアリティ
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住友商事グループのサステナビリティ経営
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社会の発展と進化 社会の持続可能性
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ゼロエミッションに向けた当社グループの取り組み

住友商事の新たな価値創造－ゼロエミッションへの取り組み

12

再エネ化 スマート
シティ

エネルギー
マネジメント電化促進

エネルギー転換

エネルギーの電化促進 エネルギーの地産地消

エネルギープラットフォーム

洋上⾵⼒発電事業（欧州）

リユース蓄電池の活⽤

都市開発事業（ベトナム、イメージ）

バイオマス発電事業（⼭形県酒⽥）
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国内で初めての⼤型蓄電事業に挑戦
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住友商事の新たな価値創造－ゼロエミッションへの取り組み

2010年
フォーアールエナジー

設⽴

2013年
夢洲実証事業
（⼤阪府）

2015年
甑島実証事業
（⿅児島県）

2017年
蓄電池システム商品化

（⻑崎県）

リユース事業 リユース蓄電池を使った
⼤型システムの構築

甑島でのモデル事業
（再⽣可能エネルギー

＋⼤型蓄電池）

リユース蓄電池
システムの商⽤化

EVの技術を⽣かしたエネルギーマネジメントは
「実証」からいよいよ「商⽤化」のステージに
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当社グループのデジタルトランスフォーメーション（DX）
推進への取り組み

住友商事の新たな価値創造ーDX推進

14

当社グループ内にとどまらず、
多様な外部パートナーとも連携して
知⾒・経験を共有し、
国内外において、既存事業と
最新のITを組み合わせる
次世代ビジネス創出体制を整備・拡充

2018年4⽉ DXセンター設置
2019年4⽉ CDO(*)設置

(*) Chief Digital Officer

海外拠点にもDX組織を展開し、140名体制
（グローバルベース）

SCSK

ＤＸ
センター パートナー

スタートアップ
テック企業

事業現場

営業部⾨
地域組織

連携

協働アイデア
技術

ＤＸ推進体制
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当社グループのDX推進への取り組み事例
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海洋掘削作業のリアル
タイム分析・⾃動制御
（Sekal社）

マネージドケア事業の
バリューアップ

駐⾞場事業における
ビジネスモデル改⾰

不動産領域における
スマートコントラクト化

ドラッグストア事業
における調剤の
⾃動化
（Tomodʼs）

住友商事の新たな価値創造ーDX推進
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「DX銘柄２０２０」に選定︕︕

住友商事の新たな価値創造ーDX推進
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「DX銘柄２０２０」とは︖
経済産業省と東京証券取引所が「企業価値の
向上につながるデジタルトランスフォーメンションを
推進する仕組みを構築し、実績が表れている
企業」を選定

対象︓東証上場会社約3,700社を対象に調査を実施、
うちエントリーした535社が対象

選定︓各業種から1-2社、計35社が選定
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2020年度通期予想

⼀過性損失 ⼀過性を除く業績

△1,200億円 △3,000億円 1,800億円当期利益/損失

(単位:億円) 2020年度
通期予想

18

80

190

380 410
350

240

0

100

200

300

400

500

⾦属 輸送機・
建機

インフラ メディア・
デジタル

⽣活・
不動産

資源・
化学品

セグメント別通期予想（⼀過性を除く業績）
（億円）

（第3四半期実績） （△1,137億円） （1,300億円）

© 2021 Sumitomo Corporation



© 2020 Sumitomo Corporation

・ 資産⼊替の加速 ⇒４０社の資産⼊替⾒込
・ 不採算事業のターンアラウンド策

・ 投融資の厳選
⇒投資額を抑制しつつも、戦略投資は厳選して実⾏

・ 徹底したコスト削減
⇒販管費では３００億円超の削減⾒込

2020年度における取り組み状況

19

短期

長期

・ 戦略ビジネスユニット(SBU)分類による成⻑分野の明確化
⇒成⻑分野への経営資源の投下によるポートフォリオ強化

・ 新たなコア事業の創出
⇒次世代エネルギー分野(含む⽔素)等、

次期中計における成⻑分野特定

・ 社会のサステナビリティを軸とした成⻑戦略の実⾏・ポートフォリオ構築
・ ６つの重要社会課題の⻑期⽬標の達成のための中期⽬標KPI設定・進捗開⽰

⇒当社の企業価値向上・持続可能な社会の実現に貢献

にかけて

⽬指す効果

・ 収益改善効果
300億円超

・ ⼤型案件の
ターンアラウンド

・ ⼈員の再配置

中期

中期
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（年度）

（当期利益、億円）
当期利益と配当額の推移

（⼀株当たり配当額、円）

当期利益↑

配当↓

*2019年度配当には創⽴100周年の記念配当（10円）を含む。

*
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配当⽅針
⻑期にわたり安定した配当を⾏うことを基本⽅針としつつ、
中⻑期的な利益成⻑による１株当たりの配当額増加を⽬指す

住友商事の業績推移と配当⽅針

70円/株（予定）（中間35円/株、期末35円/株）

基本⽅針

2020年度
配当額
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ご清聴いただきありがとうございました。
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質疑応答

© 2021 Sumitomo Corporation



23 © 2021 Sumitomo Corporation


